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　2021年 8月から本誌の編集委員に加わらせていただいた九州大学病院臨床・腫瘍外科 仲田興平です．
皆様どうぞよろしくお願いいたします．
　編集委員を拝命し約 1年が経過しました．編集委員会は 2か月に 1回開催されます．私の専門領域であ
る肝胆膵領域を中心に，皆様に投稿いただいた論文を，勉強させていただきながら査読しております．ご
存知の通り『日本内視鏡外科学会雑誌』は他の学術雑誌とは異なり，腹腔鏡（ロボット支援下）手術に関
する様々な工夫が掲載されており，私自身，大変勉強になっています．
　私が医員，レジデントの時代は鏡視下手術は〈ラパコレ〉が主でした．九州大学に医員で戻った際に，
現在，本誌の編集委員長である能城教授が鏡視下胃切除術，鏡視下食道切除術を積極的に導入され，その
術後経過，特に食道切除の術後の回復の早さに驚いたのは今でも鮮明に覚えています．それから 15年以
上経過し，腹腔鏡手術の数は増え，さらにロボット支援下手術も増えてきました．現在の若手の先生の中
には胃・大腸手術に関しては鏡視下手術の経験のみという先生もおられるかもしれず，隔世の感がありま
す．10年後，20年後はどのようになっているでしょうか．
　本号の掲載論文は 6本で，移植，膵臓，胆道，ヘルニア，後腹膜腫瘍，食道と様々な分野の論文が掲載
されています．臓器横断型である本誌を反映した内容になっていると思います．いわゆる自分の〈専門領
域〉の論文が掲載されていないこともあります．しかし，本誌を読まれる方々は皆さん〈内視鏡手術〉と
いう共通の専門をもっている，もしくはそれを目指している方々だと思います．他の臓器の技術，アプ
ローチで参考になる手技が数多く掲載されていますので，是非ともご一読ください．
　朝，夕が肌寒くなってまいりました．COVID-19の第 7波もピークは超えたように思われますが，こ
れから冬がやってきます．また，第 8波も来ると言われています．皆様どうぞご自愛下さい．

（仲田興平）
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